
大
会
式
辞

第
53
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

一
般
社
団
法
人 

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
亀
谷
　
千
代
子

人
生
１
０
０
年
時
代
の

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
を

　

老
人
福
祉
大
会
に
は
公

務
ご
多
忙
の
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
県
知
事
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様

に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
を
、
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素

よ
り
の
ご
指
導
、
ご
支
援

に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
年
に
わ
た

り
老
人
福
祉
の
発
展
な
ら

び
に
地
域
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
方
々
へ
の
表
彰

な
ら
び
に
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。
受
章
さ

れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご

努
力
と
ご
精
進
に
対
し
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
社
会
が
急

速
に
進
展
す
る
中
で
、
年

を
重
ね
て
も
健
康
を
維
持

し
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
本
県
に

お
い
て
も
こ
の
３
月
「
や

ま
が
た
長
寿
安
心
プ
ラ

ン
」
の
改
定
と
「
み
ん
な

で
取
り
組
む
健
康
長
寿
県

や
ま
が
た
推
進
条
例
」
を

制
定
し
、
人
生
１
０
０
年

時
代
の
健
康
づ
く
り
を
意

識
し
て
県
民
総
参
加
を
呼

び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
地
域
に
波

及
・
浸
透
さ
せ
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
考
え
な
が

ら
、
多
様
な
担
い
手
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
縁
で
構
成
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
長
年
主
体
的
に

高
齢
者
相
互
に
よ
る
助
け

合
い
の
友
愛
活
動
の
実
践

と
併
せ
て
健
康
増
進
の
育

成
支
援
は
介
護
予
防
の
役

割
を
果
た
し
、
一
層
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
で

は
、
会
員
２
万
人
増
強
運

動
を
平
成
26
年
度
か
ら
５

カ
年
間
を
目
標
に
展
開

し
、
今
年
が
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ブ
で
は
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
取
り
組
み

そ
の
成
果
が
徐
々
に
見
受

け
ら
れ
、
愛
称
で
あ
り
ま

す「
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
」

が
市
町
村
に
お
い
て
も
、

仲
間
づ
く
り
を
す
す
め
る

た
め
に
、
多
く
の
方
か
ら

親
し
み
と
愛
着
を
も
っ
て

受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
お

り
、
新
た
な
地
域
共
生
社

会
の
担
い
手
を
意
識
し
な

が
ら
、
会
員
が
明
る
く
自

信
に
満
ち
た
活
動
が
展
開

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
県
を
は
じ
め

会
場
地
の
鶴
岡
市
関
係
当

局
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
式
辞
と
い
た
し
ま

す
。
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８
月
29
日
（
水
）、
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡
で
第
53
回
山
形
県
老
人
福
祉
大

会
が
鶴
岡
市
と
合
併
10
周
年
を
迎
え

た
鶴
岡
市
老
連
の
共
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
で
は
県
老
連
女
性

委
員
会
設
立
20
周
年
記
念
特
別
表

彰
、
式
典
後
に
は
、「
女
性
会
員
に

よ
る
輝
き
の
ス
テ
ー
ジ
」
で
、
健
康

長
寿
日
本
一
を
目
指
し
、
女
性
会
員

の
元
気
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

も

く

じ
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第
53
回
山
形
県
老
人
福
祉

大
会
が
、
こ
こ
鶴
岡
市
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
日
御
参
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
福
祉

の
推
進
に
多
大
な
る
御
尽
力

を
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、

高
齢
者
の
保
健
や
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
地
道
な
活
動
を

積
み
重
ね
、
こ
の
度
、
表
彰

並
び
に
感
謝
状
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

　

第
53
回
山
形
県
老
人
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
で
、
な
お
一
層
御
活

躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
10
月
時

点
の
推
計
で
は
、
本
県
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
約

35
万
４
千
人
、
高
齢
化
率
は

32
％
を
超
え
、
全
国
６
位
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
県
で
は
、「
健
康
長
寿

日
本
一
」
を
目
指
し
、
本
年

３
月
に
「
み
ん
な
で
取
り
組

む
健
康
長
寿
県
や
ま
が
た
推

進
条
例
」
を
制
定
し
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
、
健
や
か
で
心
豊
か

で
あ
り
ま
す
「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担
お
う
！ 

地

域
づ
く
り
を
」
は
、
ま
さ
に

県
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ

り
、
県
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
皆
様
と
の
密
接
な
連
携

の
下
、
そ
れ
ら
目
標
の
実
現

に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
御
尽
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
本
大
会
の
御
成
功
と
一

般
社
団
法
人
山
形
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
並
び
に
県
内
各

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
後

ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
御

参
会
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝

い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

り
、
県
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
を

は
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
る
御
尽
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
、
知
事
感
謝

状
並
び
に
会
長
表
彰
等
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に

健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す

 

山
形
県
知
事
　
吉
村
　
美
栄
子

地
域
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
を

 

山
形
県
議
会
議
長
　
志
田
　
英
紀

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
行

政
や
関
係
機
関
、
関
係
団
体

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
各
種

施
策
を
効
果
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
に
加
え
、
高
齢
者
の

健
康
と
暮
ら
し
を
支
え
る
地

域
の
絆
と
仕
組
み
を
創
り
、

そ
こ
に
高
齢
者
の
方
々
御
自

身
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

ご
祝
辞

ご
祝
辞
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
御
功
績

が
広
く
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
の
国
勢

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
本
県

の
65
歳
以
上
の
人
口
は
約

34
万
４
千
人
、
人
口
に
占
め

る
割
合
は
30
・
８
％
と
な
っ

て
お
り
、
本
県
の
高
齢
者
数

は
、
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て

後
期
高
齢
者
と
な
る
平
成
37

年
頃
ま
で
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

山
形
市 

齋
藤　

幸
男

山
形
市 

和
田
榮
次
郎

山
形
市 

熊
谷
ヨ
シ
江

山
形
市 

村
岡　

幸
子

山
形
市 

齋
藤　
　

茂

山
形
市 

東
海
林
徳
次

山
形
市 

舩
山　

太
吉

村
山
市 

吉
田
勘
右
エ
門

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
を

考
え
る
と
き
、
高
齢
者
が
互

い
に
支
え
・
励
ま
し
合
い
な

が
ら
、
楽
し
み
を
共
に
し
、

長
寿
の
喜
び
を
実
感
で
き
る

地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
各
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
や
、
趣
味
・
文
化

活
動
を
通
し
た
仲
間
づ
く
り

の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
、
伝
統
文
化
の
伝
承
活
動

な
ど
、
地
域
を
豊
か
に
す
る

活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域

で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
に

大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
日
、「
の
ば
そ
う
！ 

健

康
寿
命
、
担
お
う
！ 

地
域

づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
更
な
る
研
鑽
を
積
ま

れ
、
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
す

こ
と
は
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
連
携
の
一
層

の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
誰
も
が
健
康
に
活
き
活

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
、
安
心
・
安
全
な
地
域
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
向
け

て
、
引
き
続
き
力
を
注
い
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
な
お
一
層
の
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
山
形
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
並
び
に
県
内
各

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
御
発

展
と
、
御
参
会
の
皆
様
の
御

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

第
53
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

平
成
30
年
度

老
人
福
祉
功
労
者

県
知
事
感
謝
状

◆
老
人
ク
ラ
ブ
の

　
指
導
育
成
に
貢
献

村
山
市 

丹
野　

貞
治

天
童
市 

関　
　

澄
夫

天
童
市 

佐
藤　

雄
三

東
根
市 

安
達　

好
悦

東
根
市 

伊
藤　

良
雄

中
山
町 

渡
辺
富
士
雄

中
山
町 

松
田
禎
一
郎

朝
日
町 

安
藤　

正
義

大
石
田
町 

髙
橋　

昭
治

最
上
町 

齊
藤　

義
七

真
室
川
町 

木
田　

欣
一

鮭
川
村 

八
鍬　

富
次

新
庄
市 

加
藤　

義
勝

新
庄
市 

山
口　

𠮷
静

長
井
市 

芳
賀　

貞
雄

南
陽
市 

菅
野　

孝
作

南
陽
市 

栗
原　

悦
子

飯
豊
町 
長
岡　

米
次

川
西
町 
小
方　

信
一

鶴
岡
市 
小
松
金
悦
郎

鶴
岡
市 

守
屋　

良
一

鶴
岡
市 

宮
﨑　

き
く

酒
田
市 

矢
部　

國
雄

酒
田
市 

澁
谷　

孝
一

酒
田
市 

平
戶　
　

敏

酒
田
市 

佐
藤　

矢
子

庄
内
町 

遠
藤　

春
雄

 

計
35
名
（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉（
地
域
）活
動
が	

　
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市 

宮
五
福
寿
会

新
庄
市 

木
栄
ク
ラ
ブ

長
井
市 

高
砂
寿
会

 

計
3
団
体

平
成
30
年
度

県
老
連
会
長
表
彰

◆
育
成
指
導
功
労

山
形
市 
土
屋　

和
子

山
形
市 
庄
司　

利
助

山
形
市 

太
田　

金
廣

山
形
市 

佐
藤
マ
サ
子

きららクラブ山形3 第27号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

山
形
市 

矢
口
あ
や
子

山
形
市 

熊
谷
源
次
郎

山
形
市 

大
畑　

政
雄

山
形
市 

渡
辺
長
一
郎
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敬
称
略
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平成30年度県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰
達成おめでとう

区分（部門） 市町村老連数 クラブ数 会員増数
①新規会員10%増 26市町村 73クラブ 450人
②新規会員5人以上増 22市町村 61クラブ 507人
③70歳未満会員割合5%増 17市町村 36クラブ ―
④再結成・再加入、
　新規結成クラブ 11市町 12クラブ 417人

⑤市町村老連会員純増 4市町 ４連合会 ―
計 186クラブ 1,374人

　この県内一斉会員加入促進キャンペーンは、平成
28年度にこれまでの内容を一部改正して継続延長
することで、新規会員を増やす活動に加え、現在あ
るクラブを活性化させ解散を防ぎます。また休会や
解散したクラブを再結成・再加入させる新たな視点
での行動を基本に平成30年度まで期間を定め取り
組んでいます。
　表彰５区分を対象にして取り組みその成果をまと
め、達成したクラブを各市町村老連から申請をいた
だきました。
　今年は、各部門をとおして37老連より申請があ

り、186クラブが達成されました。
　８月29日に開催した第53回県老人福祉大会にお
いて、運動の経過報告と達成されたクラブを公表し
て達成奨励賞を贈りました。
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計
27
名
（
敬
称
略
）

県
老
連
会
長
感
謝
状

◆
高
齢
者
の
交
通
安
全
事
故　

　
防
止
啓
発
貢
献
活
動

山
形
県
立
鶴
岡
工
業
高
等
学

校
生
徒
会

 

計
１
団
体

　

日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
活

か
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
な
げ
た
い
と
生
徒

会
が
主
体
と
な
っ
て
「
交
通

安
全
反
射
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

を
制
作
し
、
贈
呈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

反射キーホルダー
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県
老
連
女
性
委
員
会
設

立
20
年
周
年
を
記
念
に
、

日
ご
ろ
女
性
会
員
が
地

域
で
行
っ
て
い
る
健
康
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
活

　
～
健
康
長
寿
日
本
一

　
　
　
　
　
き
ら
り
輝
く
女
性
の
笑
顔
と
元
気
～

女
性
会
員
に
よ
る
輝
き
の
ス
テ
ー
ジ

動
を
発
表
す
る
機
会
と
し

て
、
輝
き
の
ス
テ
ー
ジ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

長
年
積
み
重
ね
て
き
た

熟
練
の
技
と
表
現
、
地
域

を
越
え
た
仲
間
と
の
結
集

力
、
男
女
混
合
の
感
情
豊

か
で
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

な
ど
鶴
岡
市
の
新
し
い

ホ
ー
ル
が
さ
ら
に
華
々
し

く
思
え
る
ス
テ
ー
ジ
に
な

り
ま
し
た
。

鶴岡支部女性会員・八沢会
舞踊「花の山形～ふるさと音頭」

鶴岡市老連女性会員
体操「いきいきクラブ体操」

三川町老連　歌声なの花
合唱「童謡メドレー、老いも若きも、他」

第
53
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

県
老
連
女
性
委
員
会
設
立
20
周
年
記
念
事
業

鶴岡支部
藤間流舞踊教授　藤間　靜貴久

　祝舞　長唄「松」
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平成29年度決算・平成30年度予算報告
　平成30年6月21日（木）に山形県総合社会福祉センターで行われた通常総会で、県老連の平成29年度決
算・平成30年度予算が以下のとおり承認・可決されましたのでご報告します。

科　　目 予算額（円）
１．会費 6,481,000
２．補助金・助成金 5,106,000
３．委託費 1,550,000
４．共同募金配分金 300,000 
５．老ク会員章拠出金 90,000
６．事業負担金 850,000
７．事業関連収入 2,200,000
８．雑収入 400,000
９．基金繰入金 6,800,000
10．繰越金 200,000

計 23,977,000

事 業 項 目 予算額（円）
１．育成指導・活動支援事業 970,000
２．組織拡充広報事業 2,010,000
３．生きがいと健康づくり事業 2,070,000
４．地域を豊かにする社会活動事業 695,000 
５．その他の事業 2,020,000
６．活動推進員設置事業 10,071,000
７．法人運営管理費 5,653,000
８．予備費 488,000

計 23,977,000

科　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
①受取会費 6,481,000 6,802,400 △ 321,400
②事業収益 4,119,388 3,542,980 576,408
③受取補助金等 5,441,000 5,706,000 △ 265,000
④受取負担金 218,400 231,200 △ 12,800
⑤雑収益 10,522,744 994,845 9,527,899

経常収益計 26,782,532 17,277,425 9,505,107
（２）経常費用

①事業費 19,860,973 18,740,197 1,120,776
②管理費 27,843,431 4,834,694 23,008,737

経常費用計 47,704,404 23,574,891 24,129,513
当期経常増減額 △20,921,872 △ 6,297,466 14,624,406

２．経常外増減の部
（１）経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用 0

過年度減価償却費 0 0 0
経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 20,921,872 △ 6,297,466 △ 14,624,406
一般正味財産期首残額 43,782,571 50,080,037 6,297,466
一般正味財産期末残額 22,860,699 43,782,571 20,921,872

Ⅱ 指定正味財産増減の部
受取寄付金 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残額高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 22,860,699 43,782,571 △ 20,921,872

平成30年度予算概要 平成29年度正味財産増減計算書
【収入の部】

【支出の部】

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで（単位:円）
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７
月
12
日
（
木
）
〜
13

日
（
金
）、
天
童
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
は
、
本
県
が
主
催
県

と
な
り
県
外
か
ら
２
３
６

名
、
県
内
か
ら
１
０
５
名

が
参
加
す
る
大
規
模
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
北
６
県
と
仙
台
市
の

７
地
区
の
持
ち
回
り
で
開

催
し
、
前
回
本
県
で
の
開

催
は
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
平
成
23
年
の
７
月

参
加
者
３
０
０
名
超

　
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
を

平
成
30
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

以
来
で
し
た
。

　

当
時
、
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
者
も
多
く
の
被
害
に
遭

い
、
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
仲
間
と
の
再
会
を
果
た

し
、
深
い
絆
が
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

今
研
修
会
で
は
会
場
の

入
り
口
に
、
本
会
の
女
性

委
員
会
役
員
と
天
童
市
老

連
女
性
委
員
が
歓
迎
の
お

も
て
な
し
と
し
て
県
の
花

「
紅
花
」
を
事
前
に
飾
り

付
け
、
観
光
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね

て
お
出
迎
え
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、２
日
目
は
各
テ
ー

ブ
ル
に
「
紅
花
の
花
か
ご
」

を
飾
り
、
参
加
者
の
お
土

産
と
し
て
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
く
よ
う
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
。
紅
花
は
１
本
も
残
ら

ず
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

紅花の花かごを囲みグループ討議 山形市高瀬の紅花でお出迎え

　

研
修
内
容
は
、

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
谷
野
事

務
局
長
よ
り
「
老
人
ク
ラ

ブ
の
現
状
と
課
題
・
活
動

安
全
対
策
」
と
し
て
基
調

説
明
を
い
た
だ
き
、
講
演

で
は
シ
ネ
マ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
荒
井
幸
博
さ
ん
よ

り
懐
か
し
い
映
画
や
昭
和

の
ス
タ
ー
な
ど
の
お
話
と

歌
謡
曲
メ
ド
レ
ー
で
大
合

唱
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
活
動
発
表

と
し
て
青
森
県
八
戸
市
の

松
﨑
徹
さ
ん
と
秋
田
県
大

仙
市
の
冨
樫
俊
悦
さ
ん
、

本
県
よ
り
東
根
市
の
横
尾

量
助
さ
ん
に
「
私
た
ち
の

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

研
修
最
後
は
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
、日
ご
ろ
行
っ

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
つ
い
て
討
議
し

ま
し
た
。

　

来
年
は
岩
手
県
で
開

催
、
仲
間
と
の
再
会
を
約

束
し
友
好
の
絆
を
深
め
た

研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。
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団 体  千葉生浜公民館（千葉市）
個 人  佐竹　絹子さん（上山市）

優勝に輝く

寿
命
を
４
歳
上
回

り
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
い
る

高
齢
者
は
、
健
康

で
長
寿
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

最
高
齢
者
は
、

男
性
が
村
山
稲
寿

会
の
井
沢
惣
一
さ

ん
（
93
歳
）、
女

性
は
特
養
愛
日
荘

の
多
田
ヨ
ス
エ
さ

ん
（
92
歳
）、
他
90
歳
以

上
の
選
手
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

成
績
は
、
団
体
部
門
で

千
葉
市
「
千
葉
生
浜
公
民

館
」が
５
年
ぶ
り
の
優
勝
、

２
位
に
は
長
井
市
「
草
岡

Ａ
」、３
位
に
上
山
市
「
四

ツ
谷
む
つ
み
会
Ａ
」
と
長

井
市
「
川
原
沢
Ａ
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

個
人
部
門
で
は
、
１
位

に
上
山
市
の
佐
竹
絹
子

さ
ん
、
３
ゲ
ー
ム
合
計

６
３
０
点
で
し
た
。

　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
は
11

名
、
個
人
戦
で
の
３
ゲ
ー

ム
『
オ
ー
ル
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
賞
』
は
、
今
年
も
残
念

な
が
ら
該
当
者
が
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

運
営
で
は
、
県
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
か
ら
各
施

設
の
職
員
の
方
や
東
海
大

学
山
形
高
等
学
校
福
祉

コ
ー
ス
の
３
年
生
27
名
が

事
前
に
普
及
員
養
成
講
習

を
受
講
し
ス
コ
ア
記
録
や

集
計
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
は
10
月
10

日
（
木
）
に
開
催
予
定
で

す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

10
月
10
日
（
水
）

に
山
形
市
の
ヒ
ル
ズ

サ
ン
ピ
ア
山
形
体
育

館
で
毎
年
恒
例
の
公

式
ワ
ナ
ゲ
全
国
交
流

大
会
が
開
催
さ
れ
、

公
式
ワ
ナ
ゲ
愛
好
家

の
技
を
競
い
合
う
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
を
数

え
る
今
大
会
で
は
63

チ
ー
ム
が
出
場
し
、

南
陽
市
と
山
辺
町
が

初
出
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

選
手
の
登
録
は

１
８
９
名
、
平
均
年
齢

76
・
９
歳
と
本
県
の
健
康

第 12 回公式ワナゲ全国交流大会

個人戦の様子

きららクラブ南遊佐（酒田支部）の選手宣誓
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老
人
ク
ラ
ブ
会
員
２
万

人
増
強
運
動
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で

展
開
し
て
お
り
、
こ
の
ほ

ど
第
４
年
次
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
運
動
当

初
と
比
較
す
る
と
ク
ラ
ブ

◆
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
２
万
人
増
強
運
動

　
４
年
次
を
振
り
返
る

数
、
会
員
数
と
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
単
年

度
ご
と
に
見
る
と
ク
ラ
ブ

の
現
状
維
持
を
基
本
に
新

規
や
再
結
成
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
会
員
を
純
増
し

た
老
連
は
毎
年
報
告
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
が
、
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
の
で
こ
れ
ま
で

の
好
事
例
を
ま
と
め
、
新

た
な
運
動
へ
と
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

11
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
各

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

事
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の
地

域
で
も
参
考
に
さ
れ
、
さ

ら
に
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

連
合
会
の
会
員
純
増
達
成
が
現
実
的
に
！！

会
員
２
万
人
増
強
運
動
４
年
次
経
過
報
告

平成30年度市町村老連組織状況（平成29年との比較）
区　分 項　目 達成数 老　連　名

クラブ数

増　加 3老連 上山市・尾花沢市・大蔵村

現状維持 18老連

東根市・南陽市・中山町・山辺町・大江町・朝日町・
戸沢村・金山町・高畠町・川西町・白鷹町・飯豊町・
小国町・遊佐町・鶴岡市（朝日支部）・酒田市（酒田
支部・松山支部・平田支部）

会員数

増　加 4老連 上山市・尾花沢市・戸沢村・川西町

減少率

5％以内
15老連

東根市・南陽市・中山町・朝日町・大蔵村・鮭川村・
金山町・高畠町・白鷹町・飯豊町・小国町・遊佐町・
鶴岡市（朝日支部・羽黒支部）・酒田市（酒田支部）

山形県老連
マスコットキャラクター　
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市町村・支部老連の新規・再加入・再結成クラブのご紹介

　

県
内
一
斉
会
員
加
入
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
、
再
結
成
・

再
加
入
、
新
規
結
成
で
12
ク
ラ
ブ

が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
7
市
町
村
老
連
の

単
位
ク
ラ
ブ
よ
り
『
新
規
・
再
加

入
・
再
結
成
』
に
い
た
る
ま
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の

必
要
性
や
高
齢
者
同
士
の
交
流
の

場
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
立
ち
向
か
い
目
標
を
持
っ
て

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
ま
だ
な
い
地
域

へ
の
立
ち
上
げ
支
援
や
、
休
会
・

解
散
の
危
機
が
あ
る
ク
ラ
ブ
へ
の

支
援
に
情
報
を
提
供
し
て
、
ま
た

各
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の
情
報
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新規
連合会加入
クラブ

　

上
延
命
会
は
東
新
町
と

南
新
町
が
対
象
と
な
る
ク

ラ
ブ
で
す
。
町
内
会
に
協

力
を
得
て
回
覧
板
で
老
人

ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
敬
老
会
の

お
祝
い
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ワ
ナ
ゲ
練
習
な

ど
活
動
の
様
子
と
ク
ラ
ブ

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

周
知
し
て
も
ら
い
、
平
成

29
年
度
9
月
に
お
試
し
期

間
と
し
て
市
老
連
に
入

り
、
平
成
30
年
4
月
か
ら

正
式
な
加
入
と
な
り
ま
し

た
。

　

月
１
回
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

な
が
ら
体
操
し
て
、
カ
ラ

オ
ケ
や
ワ
ナ
ゲ
の
練
習
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
し
た
会
員

か
ら
場
に
な
じ
め
な
か
っ

た
と
聞
き
、
次
の
開
催
か

ら
朝
に
電
話
連
絡
し
て
お

誘
い
す
る
よ
う
に
し
、
毎

回
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
協
力
し
て
く
れ
る
70

代
の
若
手
会
員
を
増
や
す

た
め
、
再
び
町
内
会
に
協

力
を
求
め
連
携
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
会
の
協
力
で
ク
ラ
ブ
発
足

ワナゲ練習会

	

会
員
数
：
38
人

	

会
長
：	

太
田　
倉
夫

上
延
命
会 

（
村
山
市
）
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新規
連合会加入
クラブ

新規
連合会加入
クラブ

　

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

は
30
年
ほ
ど
前
に
解

散
、
そ
れ
以
降
、
老
人

ク
ラ
ブ
と
い
う
組
織
は

な
く
、
こ
こ
２
〜
3
年

で
地
域
の
高
齢
者
か
ら

「
老
人
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
て
は
？
」
と
い
う

話
が
あ
り
、
公
民
館
長

が
老
人
ク
ラ
ブ
立
ち
上

げ
の
た
め
、
町
内
会
長

に
相
談
し
た
り
区
長
に

相
談
す
る
な
ど
、
尽
力

し
ま
し
た
。

　

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が

　
「
サ
ロ
ン
」
と
言
っ

た
場
づ
く
り
の
文
化
は

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、
集
ま
る
の
は
い
つ

も
女
性
ば
か
り
で
男
性

は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
男
性
会
員
を

ど
う
巻
き
込
む
か
が
難

し
く
、
男
性
の
参
加
を

促
す
た
め
、
会
長
は
男

性
で
地
域
で
も
信
頼
を

置
け
る
適
任
者
に
引
き

受
け
て
も
ら
い
、
み
ん

な
で
ま
と
ま
っ
て
何
か

活
動
し
て
み
よ
う
と
い

う
目
標
を
持
っ
て
い
ま

す
。
地
域
柄
、
農
業
に

携
わ
る
会
員
が
多
く
、

ゆ
っ
く
り
話
し
合
え
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
が
、

農
作
業
が
ひ
と
段
落
す

女
性
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
役
員
に
登
用
し
、

女
性
の
気
配
り
目
配
り

が
あ
っ
て
、
安
定
し
た

ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
活
動
と

し
て
ワ
ナ
ゲ
大
会
や
芋

煮
会
を
実
施
し
仲
間

と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
地
区
事
業
で

は
、
歌
好
き
の
会
長
が

自
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹

い
て
、
会
員
が
集
ま
る

た
び
に
童
謡
唱
歌
や
愛

唱
歌
の
合
唱
の
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
会
長
の

ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
は
雰

囲
気
が
あ
っ
て
と
て
も

懐
か
し
く
楽
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

る
こ
ろ
に
芋
煮
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

他
の
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

話
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
性

別
に
関
係
な
く
集
ま

り
、
お
互
い
を
気
に
か

け
あ
え
る
会
を
目
指
し

た
い
で
す
。

	

会
員
数
：
20
人

	

会
長
：	

杉
本　
卓
州

野
川
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

（
四
季
の
花
）（
東
根
市
）

	

会
員
数
：
22
人

	

会
長
：	

鈴
木　
君
徳

大
坪
老
人
ク
ラ
ブ

 

（
大
蔵
村
）

女
性
役
員
登
用
で
活
性
化
を

男
女
と
も
に
支
え
合
う
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を

女性会員も活躍中

男性の参加を待ってます
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再加入
クラブ

再加入
クラブ

　

平
成
29
年
３
月
、
会

長
職
の
負
担
が
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
ク
ラ

ブ
の
総
会
で
市
老
連
の

脱
退
が
決
ま
り
ま
し
た

が
、
連
合
会
か
ら
離
脱

し
て
も
定
期
的
に
定
例

会
等
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
。

　

市
老
連
会
長
の
説
得

も
あ
り
、
再
加
入
に
向

け
現
在
抱
え
て
い
る
問

題
点
を
整
理
し
、
解
決

方
法
（
副
会
長
が
パ
ソ

コ
ン
で
申
請
書
の
入
力

や
名
簿
管
理
を
行
う
な

ど
）
を
見
つ
け
出
し
平

成
30
年
４
月
に
再
び
加

入
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
定
例
会
、
健

康
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
を

　

平
成
29
年
度
は
急

き
ょ
１
年
間
休
会
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

そ
の
間
体
育
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
参

加
が
で
き
な
い
こ
と

や
、老
人
ク
ラ
ブ
の
情

報
が
入
っ
て
こ
な
い
こ

と
に
会
員
は
大
変
困
っ

て
い
た
た
め
、
連
合
会

加
入
へ
の
必
要
性
を
感

じ
て
再
び
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
連
合
会
に
再

楽
し
む
会
を
活
発
に
行

い
、
会
員
に
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

副
会
長
の
車
で
近
場
の

温
泉
な
ど
日
帰
り
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
25
日
は
、
大
石

田
町
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン

ド
深
堀
温
泉
へ
日
帰
り

旅
行
を
し
て
会
員
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

加
入
し
て
、
以
前
の
よ

う
に
体
育
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
に
参
加
。

体
を
動
か
し
て
、
熱
心

に
仲
間
を
応
援
す
る
こ

と
は
本
当
に
幸
せ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
芝

桜
を
手
入
れ
し
、
毎
年

春
に
き
れ
い
に
咲
く
芝

桜
は
地
域
住
民
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ば
打
ち
が
得
意
な

会
員
が
指
導
を
行
う
そ

ば
打
ち
体
験
を
し
た
り

（
毎
年
2
回
）、
日
帰
り

の
お
食
事
会（
年
2
回
）

に
は
会
員
外
の
高
齢
者

も
お
呼
び
し
て
ラ
ン
チ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

日帰り旅行で和気あいあい

	

会
員
数
：
29
人

	

会
長
：	

渋
谷　
孝
郎

東
町
寿
友
の
会

 

（
上
山
市
）

	

会
員
数
：
25
人

	

会
長
：	

齋
藤　
清
雄

野
荒
町
山
び
こ
会

 

（
鶴
岡
市
羽
黒
支
部
）

会
長
の
負
担
減
で
再
加
入
を
果
た
す

連
合
会
事
業
参
加
で
活
気
づ
け

会員の指導でそば打ち
を体験
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再結成
クラブ

再結成
クラブ

　

平
成
19
年
４
月
に
役

員
の
後
継
者
不
足
の
た

め
、
会
長
の
退
任
を
機

に
ク
ラ
ブ
は
解
散
。
そ

の
後
地
域
で
は
少
子
高

齢
化
が
進
み
子
供
会
や

婦
人
会
な
ど
が
消
滅
、

高
齢
者
同
士
の
交
流
も

少
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
区
長
経
験
者
が
集

ま
っ
て
再
び
老
人
ク
ラ

ブ
を
結
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

事
務
的
業
務
は
、
パ

　

前
会
長
の
退
任
に
伴

い
、
平
成
29
年
３
月
、

連
合
会
か
ら
離
脱
し
ま

し
た
が
、
仲
間
と
集
う

こ
と
が
な
く
な
り
人
と

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
た

よ
う
な
寂
し
さ
を
感
じ

て
今
年
の
７
月
、
村
連

合
会
か
ら
再
加
入
の
お

誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

仲
間
も
集
ま
る
機
会

が
な
く
な
り
寂
し
さ
を

感
じ
始
め
て
い
た
た
め
、

新
た
に
現
在
の
会
長
が

就
任
す
る
こ
と
で
再
結

成
し
ま
し
た
。

　

年
３
〜
４
回
ほ
ど
お

茶
の
み
サ
ロ
ン
を
開
催

し
、
健
康
体
操
を
し
た

あ
と
、
女
性
会
員
の
手

づ
く
り
料
理
や
お
漬
物

で
お
茶
飲
み
し
て
楽
し

ソ
コ
ン
な
ど
を
操
作
で

き
る
若
手
が
率
先
し
て

連
合
会
事
業
へ
参
加
案

内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

連
合
会
に
加
入
し
た

こ
と
で
、
会
員
の
み
が

受
講
で
き
る
熱
中
症
予

防
講
習
や
地
区
の
老
人

大
学
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
目
標
は
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
、
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す

る
と
い
う
二
つ
に
的
を

し
ぼ
り
、
日
帰
り
旅
行

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

ん
で
い
ま
す
。

　

村
連
合
会
行
事
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

に
参
加
す
る
た
め
選
手

を
決
め
る
相
談
会
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。
仲
間

が
選
手
と
し
て
出
場
す

る
大
会
に
応
援
の
た
め

み
ん
な
で
出
向
き
、
成

績
結
果
に
関
係
な
く
終

わ
っ
た
あ
と
は
打
ち
上

げ
を
し
て
ク
ラ
ブ
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

	

会
員
数
：
38
人

	

会
長
：	

堀　
　
良
一

舟
渡
元
気
ク
ラ
ブ

 

（
朝
日
町
長
寿
）

	

会
員
数
：
15
人

	

会
長
：	

柿
崎
與
四
郎

芦
沢 

（
鮭
川
村
）

自
発
的
な
要
望
か
ら
活
動
展
開
を

応
援
後
の
打
ち
上
げ
で
親
睦
深
め
る

秋の日帰り旅行へ

カローリングで
真剣なまなざし
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佐
藤　

千
恵
美
さ
ん

�

（
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

老
人
ク
ラ
ブ
の
宣
伝
部
長

おらほの

事務局さん

　

ダ
リ
ヤ
の
里
で
知
ら

れ
る
川
西
町
は
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は

４
３
０
０
人
、
そ
の
う

ち
約
２
割
が
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
で
、
町
老
連
に

所
属
す
る
ク
ラ
ブ
は
27

ク
ラ
ブ
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
宣
伝

部
長
と
し
て
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を

入
れ
、地
域
の
方
に
「
老

人
ク
ラ
ブ
っ
て
楽
し
そ

う
！
」「
入
っ
て
み
た
い

ね
」
っ
て
言
わ
れ
る
よ

う
に
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
事
務
的
に
淡
々

と
仕
事
を
せ
ず
、「
一
緒

に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
」
と
横
に
並
び
歩

み
寄
る
よ
う
な
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
い
て
、

研
修
会
や
レ
ク
大
会
な

ど
は
、
私
も
参
加
者
の

一
員
と
し
て
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
で
単
ク
会
長
と

同
じ
気
持
ち
に
な
れ
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ

担
当
者
に
な
っ

て
３
年
目
。「
事

務
局
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、
み
な

さ
ん
に
「
佐
藤

さ
ん
」と
か「
千

恵
美
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ

と
は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

が
環
境
整
備
や
交
通
安

全
を
行
っ
て
く
れ
て
い

る
お
か
げ
で
、
私
た
ち

世
代
も
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
の
で
、
日
々

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私

の
住
ん
で
い
る
地
域

は
、
子
育
て
世
代
が
多

く
高
齢
者
は
ほ
と
ん
ど

お
見
か
け
し
ま
せ
ん
。

こ
の
先
、
私
た
ち
も
子

育
て
が
終
わ
り
定
年
を

迎
え
る
こ
ろ
、
地
域
に

老
人
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
私
の
夢
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
組

織
を
絶
や
す
こ
と
な
く

継
続
で
き
る
よ
う
今
後

も
老
人
ク
ラ
ブ
を
お
手

伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

川西町老連会員加入促進研修会

　10 月 24 日（水）、県総合社会福祉センターにお
いて 20 市町村老連の事務担当者が出席し事務担当
者会議を開催しました。
　会議では、県長寿社会政策課青木主事より「やま
がた長寿安心プランの概況と老人クラブの位置づ
け」とし行政説明をいただきました。
　また、基調説明において「会員加入促進と 2 万

人会員増強運動の
成果について」と
題し本会の髙橋常
務理事より各市町村老連の取り組み集計の成果を説
明。成果があった事例として、川西町老連事務局佐
藤千恵美さんと大蔵村老連事務局井上沙織さんに事
例発表をしていただきました。

20市町村老連参加　事例発表を

事例発表

平成30年度市町村老人クラブ連合会事務担当者会議
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観覧無料　ぜひお越しください

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼

開催日時 	 平成31年2月14日（木）～17日（日）
	 AM10：00〜PM5：00（最終日はPM3：00まで）

会　　場  山形美術館（観覧無料）
	 山形市大手町1-63　電話：023-622-3090
お問い合わせ  社会福祉法人山形県社会福祉協議会
	 電話：023-622-5805

	 FAX：023-626-1623

	 一般社団法人山形県老人クラブ連合会
	 電話：023-622-5601

	 FAX：023-622-5606

　山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック 2018）
の美術展が山形美術館で開催されます。
　高齢者が創作した日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真
の6部門の作品が展示され、それぞれ作品にかける想い
や熟練の技、知識経験豊かな感性が来館者を魅了します。
　ぜひ会場にお越しいただきご覧ください。

　昨年の県健康福祉祭「美術展」では、山形市
老連会員の斎藤敏雄さん（81歳）が写真の部に

出品の「踊る奴」が山形
県知事賞を受賞しました。
　このほど開催された第
31回全国健康福祉祭とや
ま大会「美術展」に本県
代表で出展し、この結果、
厚生労働大臣賞に輝きま
した。

第27回山形県健康福祉祭　美術展開催

ときめきねんりんピック2018

第26回山形県健康福祉祭美術展より

　
『
老
人
』
と
い
う
言
葉
が
嫌

わ
れ
て
い
る
。

　

ど
こ
に
行
っ
て
も
「
老
人
ク

ラ
ブ
の
『
老
人
』
っ
て
い
う
の

が
嫌
わ
れ
る
の
よ
」と
聞
く
が
、

そ
う
言
っ
て
い
る
人
も『
老
人
』

と
い
う
言
葉
が
嫌
い
だ
か
ら
嫌

そ
う
な
顔
を
し
て
愚
痴
を
言
う

だ
け
。

　

私
は
『
老
』
と
い
う
字
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら

『
老
』
と
い
う
字
を
調
べ
て
み

た
。

　
「
年
を
取
っ
た
人
」、「
古
く

な
る
」
な
ど
の
説
明
と
「
老
」

の
付
く
言
葉
と
し
て
、「
老
中
」

＝
江
戸
幕
府
に
お
い
て
最
高
の

職
名
、「
老
女
」
＝
武
家
・
公

家
で
の
侍
女
の
筆
頭
の
女
性
な

ど
、
年
を
重
ね
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
と
豊
富
な
知
識
を
持
ち
、
人

か
ら
信
頼
さ
れ
人
を
信
頼
で
き

る
「
尊
い
人
」
を
差
す
言
葉
が

目
に
付
い
た
。

　
「
老
」
と
は
、
衰
え
弱
っ
て

い
く
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま

で
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
も
の

の
集
大
成
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え

る
。

　

印
象
を
悪
く
し
て
い
る
の

は
、
私
た
ち
の
言
葉
の
使
い
方

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
で

「
老
」
の
形
は
変
わ
り
、
こ
の

世
に
一
つ
と
し
て
同
じ
「
老
」

は
な
い
。

　

私
は
将
来
ど
ん
な
「
老
」
を

し
て
い
く
の
か
、
人
生
を
歩
む

中
で
楽
し
み
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。 

（
歩
美
）

編
集
後
記

「踊る奴」

厚生労働大臣賞に輝く
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